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事業計画書 事業計画書

スポーツ都市醸成委員会

委 員 長 向山　　寛

副 委 員 長 斎藤　有平　　高橋　祐哉

運 営 幹 事 木曽　幸一

会 計 幹 事 藤本　　翔

書 記 幹 事 山澄　聡士

委 員 石垣　健二　　大岡　　叶　　尾花　瑛仁　　熊谷　彰人

小宮　正大　　斎藤　寿光　　竹田　健児　　西本　耕亮

野口　和海　　山本　龍也

基 本 方 針 近年、超高齢化社会を迎える中、いかに健康寿命の延伸をできるか
が課題となっています。そこで、個人に健やかな生活をもたらし、社
会の経済効果も生み出すスポーツが注目されています。私たちの活動
エリアにはチームや関連団体、イベントが多数存在しますが、地域の
魅力としては行き届いていません。スポーツを活かして地域の発展に
繋げるには、市民や行政が連携し、スポーツの魅力を活動エリア内外
に波及することが必要です。
私たちは、市民がスポーツに関連した様々な知識や体験から世代を
超えて交流し、住み暮らすまちが持つスポーツの価値への理解や関心
を深める機会を創出します。メンバーは様々なスポーツを身近に捉え、
スポーツが地域をより発展させるという意識を高めます。さらに、市
民、行政、スポーツ関係者を巻き込むことで、様々な観点から地域の
発展に繋がるきっかけを作ります。私たちが架け橋となり、地域にお
ける各諸団体間の連携を強化し、スポーツを軸としたまちづくりを推
進することの重要性を学びます。
スポーツが持つ、見る、する、支えるという価値を周りに浸透させ
ることで、市民の心と体の健康に繋がります。また、市民は今まで以
上に地域に注目し、自分たちのまちに誇りと愛着を持つようになりま
す。さらに市外からの人の呼び込みによって経済が活発になり、地域
が発展しスポーツ都市が形成されていきます。

予算総額  700,000円

職　　務　　分　　掌 予　　　算
1 ． 5 月第 1 例会の企画・運営 500,000円

2 ．地域の発展に寄与する事業の企画・運営 200,000円

3 ．会員拡大活動の実施 0円

4 ．地域の魅力ある人材の情報提供 0円

5 ．出向支援に関する事項 0円

6 ．各種大会への参画ならびに協力 0円

7 ．JCI日本との連携 0円

8 ．行政・諸団体からの要請事項への対応 0円

9 ．OB・シニア会との連携 0円

合 計 700,000円

地域社会連携委員会

委 員 長 吉澤　裕太

副 委 員 長 栗田　　匠　　横嶋　拓也

運 営 幹 事 阿部　光紗

会 計 幹 事 小泉　翔平

書 記 幹 事 門馬　佑樹

委 員 伊藤　　和　　伊奈　達也　　城處　　満　　後藤　　瞬

小林　愛子　　高橋　亮太　　白田　陽介　　森谷　大介　　

山岸　　透

基 本 方 針 地域課題への対応力を向上させるために、一つの団体で行える活動
には限りがあることから、私たちは今まで地域の様々なパートナーと
の連携を結んできました。その培ってきた連携の力を最大限に活かし、
より迅速で柔軟な対応力を発揮するためには、地域社会と日常からの
交流を行い、更なる連携基盤の構築を行うことが重要です。
地域の行政、関係諸団体には私たちの活動へ対する理解、共感を得

るための機会を創出し、私たちとの連携を強化することで得られる効
果を認知してもらいます。更に、地域社会についての課題を互いに提
供しあい、解決に向けて共に行動することで、課題解決への対応力を
高めます。メンバーへは、地域課題を認識させ、その解決に向け自ら
が中核となり地域社会との連携を率先して行う意識を醸成します。そ
して、私たちと構築した横断的な連携により生み出される相乗効果が、
現代社会における地域課題の迅速な解決に向けて期待ができることを
発信し、地域社会との繋がりを強化します。
地域社会との連携が一層強固なものとなることで、社会情勢の変化

に負けない強靭な力をもった地域へと発展します。地域を繋ぎ、次々
に好循環を生みだす存在となった私たちは、更に地域に欠かせない組
織へと成長します。

予算総額 90,000円

職　　務　　分　　掌 予　　　算
1 ． 1 月第 1 例会の企画・運営 450,000円

2 ．地域の発展に寄与する事業の企画・運営 450,000円

3 ．会員拡大活動の実施 0円

4 ．地域の魅力ある人材の情報提供 0円

5 ．出向支援に関する事項 0円

6 ．各種大会への参画ならびに協力 0円

7 ．JCI日本との連携 0円

8 ．行政・諸団体からの要請事項への対応 0円

9 ．OB・シニア会との連携 0円

合　　　　　　　　　　計 90,000円


